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新潟米マンスリーレポート 

（令和２年５月号） 

≪今月の特集≫ 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主食用米において、新型コロナウイルス感染症の影響等により、消費が減少し、在

庫の積み上がりによる米価下落が懸念されています。 

主食用米から需要のある非主食用米（加工用米、輸出用米、米粉用米、飼料用米）等

へ転換することで、需給バランスの適正化による価格の安定と手取りの確保を目指し

ましょう。 

 

    

需要の裏付けのない主食用米は、非主食用米への転換をすすめま 

しょう。 

営農計画書の締切は６月末です。 

主食用米の需給が緩和しています 
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◆ 県産米の在庫は積み上がっています！ 

   ２月以降、全国的に小売事業者向けの販売数量が増加したものの、県産米の民間在庫

は前年同月と比べ 2.1 万トン増加しており、高い水準となっています。 

元年産の収穫量は前年より 2.3 万トン増加していることから、元年産の増産量相当が

そのまま在庫として積み上がっている状況です。 

 

 

  ① 新潟米の民間在庫の推移（前年同月との差） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② 米販売事業者における販売数量の動向（前年同月比） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月以降、小売事業者向けの販売が伸びているが、

全国民間在庫は前年同月に比べて７万トンも多い。 

景気後退が懸念される中で、高価格帯米の販売が

心配だ。 

※ 農林水産省「米に関するマンスリーレポート」を元に作成 

※ 農林水産省「米に関するマンスリーレポート」を元に作成 
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(１)一般コシヒカリ 

３月時点の元年産一般コシヒカリの販売比率

は、前年比７ポイント減の51％となり、６か月連続

で前年を下回って推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２）魚沼コシヒカリ 

３月時点の元年産魚沼コシヒカリの販売比率

は、前年比５ポイント減の53％となり、５か月連続

で前年を下回って推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

新潟米の販売状況 
 

 概況   元年産の新潟米は、販売比率が前年を下回るとともに、令和２年３月の民間在庫は前

年より 2.1万トン増加している。 

販売比率 
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(１)新潟米 

３月時点の新潟米の民間在庫(うるち米)は、前

年同月から21千トン増の186千トンとなり、前年を

９か月連続で上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)全国 

３月時点の全国の民間在庫(うるち米)は、前

年同月から７万トン増の234万トンとなり、前年を

７か月連続で上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

在庫状況 
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(１)一般コシヒカリ 

３月時点の元年産一般コシヒカリの相対取引価

格(１等)は、前月から 55 円上回り、17,294 円(玄

米 60kg、税込)となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)魚沼コシヒカリ 

３月時点の元年産魚沼コシヒカリの相対取引

価格(１等)は、前月を 279 円下回り、20,694 円

(玄米 60kg、税込)となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相対取引価格 

相対取引価格の推移 (単位：円）

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

29年産 16,906 16,798 16,846 16,907 16,982 16,980 16,974 17,030 16,801 16,801 16,784 16,890

30年産 17,081 17,106 16,975 17,021 17,090 17,109 17,027 16,944 16,929 16,718 17,130 17,020

元年産 17,471 17,353 17,126 17,334 17,604 17,239 17,294

29年産 20,600 20,703 20,700 20,578 20,640 20,767 20,902 20,956 20,987 21,072 20,945 21,010

30年産 20,791 20,794 21,241 20,939 21,210 20,819 21,462 21,528 21,695 21,699 21,458 21,735

元年産 20,919 21,085 20,971 20,782 20,980 20,973 20,694

29年産 17,289 17,429 17,479 17,339 17,452 17,352 17,455 - - - - -

30年産 17,442 17,474 17,478 17,454 17,493 17,423 17,445 - - - 17,743 -

元年産 17,811 17,917 17,962 17,948 18,101 17,968 18,079

29年産 17,311 17,325 17,415 17,340 17,362 17,486 17,484 17,665 - - - 17,362

30年産 17,487 17,830 17,476 17,493 17,420 17,349 17,458 - 17,510 - 18,337 -

元年産 17,834 17,922 17,932 17,919 18,199 18,059 18,137

(注) 「－」は、当該月の相対取引契約がなかったもの、または、当該月の相対取引数量が100トン未満であり、価格の公表が行われないもの。

（資料）農林水産省「米に関するマンスリーレポート」

一般
コシヒカリ

佐渡
コシヒカリ

岩船
コシヒカリ

魚沼
コシヒカリ
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(１)一般コシヒカリ 

３月時点の一般コシヒカリの小売価格は、前年

産を上回っており、前月比＋28 円の 2,259 円（５

kg 袋販売時換算、税込）となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)魚沼コシヒカリ 

３月時点の魚沼コシヒカリの小売価格は、前年

産を上回っており、前月比＋10円の2,835円(５

kg 袋販売時換算、税込)となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小売価格 

(POSﾃﾞｰﾀ) 

発行元：新潟県農林水産部農産園芸課 

ＴＥＬ：０２５－２８０－５２９５ 

ＵＲＬ：https://www.niigatamai.info 



 
 
 
 
 
 
 
 

資 料 編 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

販売状況 

契約状況 



契約比率  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


